
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～坂井市の 26 年後は？その２～ 

前回の“その 1”で、坂井市の推計人口（平成 22 年から 47 年）の推移を紹介しました。総

人口が、将来、徐々に減少していくことが予測されていました。今回は、推計最終年の平成

47 年を中心に、推計人口の年齢構成について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 47 年の年齢構成は上表のように推計されています。人数だけではよく分からないの

で、比較のために、17 年国勢調査と 47 年推計との同じ年齢階層で人数の増減を算出しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 増と減が、60歳を境として明確に分かれ、60歳未満では全ての階級において人口が減少

し、60 歳以上では増加しています。この先※1）寿命の延びが、この推計に盛り込まれている

ため、85 歳以上人口で大きく増加することが推測される結果となっています。 

※1）福井県の平均寿命の仮定値：平成 42～47 年推計（男 82.55 歳、女 89.24 歳） 
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The statistical report of Sakai City 

今回の数字 

平成 47 年坂井市推計人口（５歳階級） 

平成 17 年国勢調査～平成 47 年推計人口増減数（５歳階級）

資料：国立社会保障・人口問題研究所 



 平成 47 年推計人口（5 歳階級）を元に、人口ピラミッドを作成してみました。比較のため、

平成 17 年国勢調査の人口を黒線で重ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いかがでしょうか。Vol.2 で過去のからの人口ピラミッドの推移を紹介した時には、かなり

不安定に見えていた平成 17 年の人口ピラミッドが、今回は、とても安定して見えます。下の

人口構成の推移を見ても、老年（65 歳以上）人口の割合が今後、大きく伸びていくことが分

かります。その中でも、昨年 4 月から始まった後期高齢者医療制度の対象である 75 歳以上

人口の推移をみると、平成 17 年から 47 年までの 30 年間で約 6,400 人増加して、全人口に

占める割合は、平成 17 年の 10.0％から平成 47 年には 18.7％に増加する見込みとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆ 今回の数字の答え☆: 坂井市75歳以上人口の割合（平成47年推計人口） 
今回公表された推計どおりに人口が推移すると、坂井市の人口は次回の国勢調査が実施される

平成 22年に最多になります。推計のとおり人口は増加しているでしょうか？10月に実施されま

すので調査へのご協力をよろしくお願いします。 

坂井市人口構成の推移（平成 17～47 年）

坂井市推計人口ピラミッド（平成 47 年）

資料：国立社会保障・人口問題研究所 


